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精緻な構造をもち、古くから
人々を魅了してきた鳥の羽根。
1枚の羽根からもち主を探る
にはどうすればいいか、絵解き
検索や羽根図鑑、顕微鏡を用

藤井 幹（ (公財)日本鳥類保護
連盟 調査研究室室長） 著

B5判　224㌻　定価（本体3,600円＋税）

新 し い 識 別 法 を 多 数 掲 載 し た
羽 根 識 別 の 実 践 的 な 新 し い マ ニ ュアル

クロストーク動画
羽根識別マニュアルの著者と担
当編集者のクロストーク動画を
Youtubeでご覧いただけます。

いた識別法な
どを美しい写
真とともに解
説。
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精緻な構造をもち、古くから
人々を魅了してきた鳥の羽根。

1枚の羽根からもち主を探るに
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刊行記念Zoom講座開催
開催日　2020年11月27日（金）
時　間　19：00〜（1時間半ほど）
参加費　500円（税込）　※詳細はQRコードで

＊顕微鏡写真の倍率は記載がない場合，400倍 205204 ※Bird Remains Identification System (Prast & Shamoun)：BRISより

中間部～先端部は糸状

綿状羽枝はゴワゴワした質感で白色
のものが多く，色素があまり見られな
い。後羽はなし。小羽枝の長さはカワラ
バト（ドバト）で2.6-4.4mm，節構造は
1mm辺り10-18節，シラコバトで1.9-

2.5mm・16節となっている※。サンプ
ルのアオバトは，腹部の体羽の小羽枝
が長いところで約3.1-3.6mm，その中
に節構造は35節前後（9-11節／mm）
あったが，1mm辺りの節構造の数は，
小羽枝の基部と中間部から先では大き
く異なる。小羽枝の基部側には軸に対
して直角に近い角度で突出する十字型

の突起（節構造）が見られる。中間部よ
り先の節構造は小さく，先端付近ではほ
とんど節構造の膨らみはない。節間は
中間部より先でかなり長くなる。小羽枝
が長く，基部側に偏って見られる十字型
の突起と，中間部より先のあまり膨らみ
がない節構造が本科の特徴である。

基部

先端部中間部

羽根の形状

[Sample] アオバト   腹部●

観察ポイント

羽枝 Barb・小羽枝 Barbules

十字の節構造

綿状羽枝は薄い灰色で，色素は節間
の先端方向に偏る。後羽はない。小羽
枝は長く，カッコウで2.8-4.2mm，節
構造は1mm辺り12-16節となってい 
る※。サンプルのカッコウは，腹部の体

羽の小羽枝が長いところで約 3.1-
3.8mm，その中に節構造は35節前後
（9-11節／mm）あった。小羽枝は基
部と先端にトゲ状突起のある節構造が
見られるが，中間部にトゲ状突起はな
く，楕円形の節構造が均一に並ぶ。節
間は節の前後がやや細くなるため，中
間が少し膨らんで見える。顕著に膨ら

みのある節が基部側に偏って見られる
ものには，ハト科，サケイ科，フクロウ
科，ヨタカ科，ヤマシギ，クイナ科，カ
モメ科などがあるが，楕円形の節構造
と，節間の先端側に偏る色素は本科の
特徴で，他科とは異なる。

基部 先端部中間部

羽根の形状

[Sample] カッコウ   腹部●

観察ポイント

羽枝 Barb・小羽枝 Barbules

節構造は楕円形

色素が節間の先端側に
偏って見られる

基部には膨らみと突起の
ある節構造

中間部には小さな
楕円形の節

節の拡大（800倍）
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ツミ♂A ツミ♀J ハイタカ♀A

タカ類の尾羽は鷹斑が入って特徴的だが，種間の違いで悩むことも多い。
ここでは拾う機会が多く，混同しがちな種の羽根を掲載した。

T6 T6 T6 T6T3 T3 T3 T3T1 T1 T1 T1

ハイタカ♂Imm

クマタカとハチクマの尾羽
両種は大きさの違いもあるが，クマタカの横斑が
等間隔に並ぶのに対し，ハチクマは等間隔でない
か，横斑にならない点が大きな識別点になる。羽
弁の幅もクマタカのほうが大きい。両種とも裏面
の羽軸は横斑部分が黒ずむ。

トビの尾羽
大きな尾羽だが羽弁の幅は
細く，地色に橙色味がある
こと，横斑が細く，多数入る
点で他種と異なる。

ハイタカ属の尾羽
ハイタカとツミでは，T6の横斑の数が異なり，T6以外では先端から5本目の横斑の位置が異なる。ツミの
横斑は5本あり，先端から5本目はほぼ基部に近いところにある。それに対してハイタカは6本目が入るこ
とがあるほか，入らなくても5本目は基部より少し上で，基部に6本目が入るスペースがある。また，オオタ
カは横斑の縁の形状が複雑なラインで，細かい点状の模様がある点が異なる。
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オオタカ

横斑の模様

羽軸裏

クマタカ，トビ，ミサゴ，ハチクマの次列風切
それぞれ鷹斑（横斑）があるが，ハチクマの横斑は等間隔ではない点でほかと異なる。また，初列風
切P７-9辺りでは種間の大きさがほとんど同じで，次列風切は大きさが異なり，クマタカが最大で
ミサゴが最少。裏面の羽軸は初列風切同様で，ミサゴは羽軸全体が白い。

クマタカ，トビ，ミサゴ，ハチクマの初列風切
鷹斑（横斑）がしっかり出るのはクマタカで，次いでトビも部分的だが鷹斑模様になる。ハチクマは
いろいろなパターンがあるが，クマタカのように横斑が等間隔に並ばない。また裏面の羽軸は，ミサ
ゴは一様に白いが，ほかは黒ずむ部分がある。ミサゴ以外ではノスリが裏面の羽軸全体が白い。

野外で 1枚拾ったときに，識別が容易そうで実際は混同しがちなのが
大形タカ類の風切羽である。ここでは混同しがちなクマタカ，トビ， 
ミサゴ，ハチクマの羽根を掲載した。
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2524 10 cm  (scale 1/1)0※長さの数値は掲載した写真の羽根の長さを示す

色は青灰色

イソヒヨドリ

色は水色

オナガ

4cm以上で，
外弁のみ
青色が入る

カケス

色は紺色

コルリ ブッポウソウ

上記以外の色

青色が
入るのは
風切羽

青色が
入るのは
尾羽

a b

色は
青から白の
グラデーション

色は青紫～
水色，青緑色が
混じる

カワセミ

内弁に
はっきりした
ベージュ色が

ある

内弁に
はっきりした
ベージュ色が
ない

4cm以下で，
外弁・内弁全体に
青色が入る

4cm以上で，
中央より下の
基部側が白色。

青色は外弁のみ，また
は内外弁に入る

縁の青色は
薄く淡い

縁の青色は
はっきり
している

4cm程度で，
先端に青色，
または青緑色が

入る

オオルリ

青色が
入るのは
尾羽

カワセミ ヤイロチョウ ルリビタキ

b

青色が
入るのは
風切羽
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識別法などを
美しい写真と
ともに解説。
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